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１． はじめに
超高齢社会の到来とともに，さまざまな医療福祉

用繊維製品が開発，販売されている．福祉用具市場

が伸び悩む中，繊維製品を含むパーソナルケア関連

分野では市場が伸びており（2007 年度福祉用具産業

の市場規模調査結果，日本福祉用具・生活支援用具

協会，http://www.jaspa.gr.jp/public/policy/report

_outline2007.pdf），今後も需要は見込まれる．ま

た，高齢者施設等で聞き取り調査を行うと，繊維製

品への関心は高く，さまざまなニーズが寄せられる．

そこで，我々は新たな繊維製品の開発を行うための

基礎調査として，中間ユーザーを対象に，病院，高

齢者施設で用いられる衣類に関する調査を行ったの

で報告する．

２． 調査方法
福祉用具として，衣類等の繊維製品は，大分類と

して「日常生活用品」，その中の小分類として「衣

類」または「ねまき」，「肌着・ウエア」等に分類

される（例えば，http://www.hcr.or.jp/，保健福祉広

報協会）．また，福祉用具販売カタログでも衣類と

しては，「ねまき」，「肌着・ウエア」が数多く扱

われている．そこで，本調査では，病院，高齢者施

設で用いられる衣類として，寝衣を調査対象とした．

病院，高齢者施設で用いられる寝衣の調査手法と

して，AHP（Analytic Hierarchy Process，階層分

析法）を用いた 1)．AHP とは，意思決定法の１つで，

ある事柄についての意思決定を，問題（最終目的），

評価基準，代替案という 3 つの階層構造に分けて分

析する．本調査における AHP では，最終目的は病

院，高齢者施設用の寝衣類として，評価基準は，外

観・デザイン，取り扱い性，生理的機能，医療衛生

的機能，着脱性能，風合い・肌触り，耐久性の 7 基

準とした．今回の調査では，代替案の評価は行わず，

評価基準の重要度（重み付け）の設定までとした．

これは，医療福祉現場での寝衣に対する要求事項を

明らかにすることを目的とし，この評価結果を基に

試作開発するためである．評価基準は，消費者品質

要求項目 2)及び被服材料の消費性能 3)を参考に，寝

衣という最終用途に対して要求される基準として抽

表 1 衣類の評価基準とその定義

評価基準 定義

外観・デザイン 色や形，デザインなどに関すること

取り扱い性
洗濯やアイロンの取り扱い，保管する
ときの取り扱いなど

生理的機能
保温性，通気性，吸水性など体温調節
や熱・水分の移動に関すること

医療衛生的機能 抗菌性や防臭性など

着脱性能
着やすさ，着せやすさ，脱ぎやすさな
どの着脱

風合い・肌触り
肌に触れたときの柔らかさなど，触り
心地

耐久性
洗濯や着用による劣化，摩擦や引張り
などに対する強度
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脱性を重視することが明らかになったが，一方で，

現行の福祉用衣類における着脱性能に問題意識をも

っており，その性能の改善を期待しているものと推

察される．

４． まとめ

医療福祉用繊維製品を開発するための基礎調査

として，AHP を用いて中間ユーザーを対象に，病

院，高齢者施設で用いられる寝衣に関する調査を行

った．その結果，中間ユーザーの要求事項として，

着脱性能，生理的機能が重視されることがわかっ

た．

今後，数種類の寝衣を試作し，中間ユーザーを対

象に，本調査で得られた重み付け（重要度）をもと

に試作品の評価を行っていく予定である．
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